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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線トランスポートチャネルのサービス期間（Ｓ）内にビデオコンテンツをサーバから
ユーザの端末に送信するための方法であって、それぞれのビデオコンテンツが、スケーラ
ブルコーデック基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）と少なくとも１個の拡張層（ｅ１、ｅ２

、ｅ３、ｅ４）とを統合するためのスケーラブルコーデック技術を使用することによって
符号化されており、それぞれのサービス期間（Ｓ）が、
　　基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）のうちの少なくとも一部を含む、少なくとも１個の
多重化されたタイムスライス電波バーストである基層バースト（Ａ、Ａ’）と、
　　拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）および最終的に残っている基層（ｂ１、ｂ２、ｂ

３、ｂ４）を含む、いくつかの多重化されたタイムスライス電波バーストである拡張層バ
ースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）とを含む、方法において、
　２個の連続的なサービス期間（Ｓ）の間に拡張層バースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）の送信順
序を変更することを可能にすることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　それぞれのサービス期間（Ｓ）がいくつかの基層バースト（Ａ、Ａ’）を含み、少なく
とも２個の拡張層バースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）が２個の連続的な基層バースト（Ａ、Ａ’
）間に挿入されており、前記挿入された拡張層バーストの送信順序が２個の連続的なサー
ビス期間（Ｓ）の間に変更されることを特徴とする、請求項１に記載の送信するための方
法。
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【請求項３】
　挿入された拡張層バースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）が、先行する基層バースト（Ａ、Ａ’）
の基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）に対応する拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）を含む
ことを特徴とする、請求項２に記載の送信するための方法。
【請求項４】
　サービス期間（Ｓ）の長さが可変であることを特徴とする、請求項１から３のいずれか
に記載の送信するための方法。
【請求項５】
　ビデオコンテンツが、Ｈ２６４ＳＶＣ標準を使用して符号化されることを特徴とする、
請求項１から４のいずれかに記載の送信するための方法。
【請求項６】
　符号化されたビデオコンテンツが、時分割多重（ＴＤＭ）トランスポート方式を使用し
て送信されることを特徴とする、請求項１から５のいずれかに記載の送信するための方法
。
【請求項７】
　拡張層バースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）の送信順序が循環様式で変更されることを特徴とす
る、請求項１から６のいずれかに記載の送信するための方法。
【請求項８】
　基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）がその対応するビデオコンテンツに正確なビデオ品質
を提供し、拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）が前記ビデオコンテンツのビデオ品質なら
びに／または空間的および時間的分解能を増大することを特徴とする、請求項１から７の
いずれかに記載の送信するための方法。
【請求項９】
　無線トランスポートチャネルのサービス期間（Ｓ）内にビデオコンテンツをユーザの端
末に送信するためのサーバであって、スケーラブルコーデック基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、
ｂ４）と少なくとも１個の拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）とを統合するためのスケー
ラブルコーデック技術を使用することによって、それぞれのビデオコンテンツを符号化す
るための手段を備え、それぞれのサービス期間（Ｓ）内に
　　基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）のうちの少なくとも一部を含む、少なくとも１個の
タイムスライス無線バーストである基層バースト（Ａ、Ａ’）と、
　　拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）および最終的に残っている基層（ｂ１、ｂ２、ｂ

３、ｂ４）を含む、いくつかのタイムスライス無線バーストである拡張層バースト（Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅ）とを多重化するための手段も備え、
　２個の連続的なサービス期間（Ｓ）の間に拡張層バースト（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）の送信順
序を変更するための手段をさらに備えた、サーバ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のサーバからビデオコンテンツを受信するための端末であって、前記端
末のユーザによって要求されたビデオコンテンツの多重化されたスケーラブルコーデック
基層（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）をまず復号し、次いで、前記ビデオコンテンツに関して
多重化された拡張層（ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４）を復号することを可能にするバッファを
統合している受信機を備えた、端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線トランスポートチャネルのサービス期間内にビデオコンテンツをサーバ
からユーザの端末に送信するための方法と、無線トランスポートチャネルのサービス期間
内にビデオコンテンツをユーザの端末に送信するためのサーバと、そのようなサーバから
ビデオコンテンツを受信するための端末とに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　切替え要求から新たに加わったチャネルに関するメディアレンダリング（ｍｅｄｉａ　
ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ）の開始までの間の過剰な遅延はユーザの満足感の低下を明らかにも
たらすため、例えば、ライブおよび／またはライブに近いＴＶサービスなど、テレビジョ
ン（ＴＶ）サービスを提供するブロードキャストオペレータおよび無線ネットワークオペ
レータは、最善の考えられる体感品質（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ）
（ＱｏＥ）、すなわち、最小チャネル変更遅延とビデオフレーム内の最小誤差とを伴って
、ビデオコンテンツをそのカスタマに提供するための努力を倍加させる。
【０００３】
　さらに、上記のオペレータは、ユーザが、携帯情報端末（ＰＤＡ）またはスマートフォ
ンなどのハンドヘルド端末を用いてそのＴＶサービスにアクセスすることを考慮に入れな
ければならず、そのために、その端末の電池寿命を可能な限り長く維持する目的で、その
電力消費を節約することが極めて重要である。
【０００４】
　チャネル変更遅延を低減するためにすでに提案されている解決策のうち、そのいくつか
は、いくつかのビデオコンテンツを同じ無線トランスポートチャネル内にグループ化する
ことにある。
【０００５】
　論文「Ｏｐｔｉｍａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｈａｎｇｉｎｇ　Ｄｅｌａｙ　ｆｏｒ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　ＴＶ　ｏｖｅｒ　ＤＶＢ－Ｈ」（Ｍ．Ｒｅｚａｅｉ、Ｉ．Ｂｏｕａｚｉｚｉ
、Ｖ．Ｋ．Ｍ．Ｖａｄａｋｉｔａｌ、Ｍ．Ｇａｂｂｏｕｊ）は、ハンドヘルド端末のＤＶ
Ｂ－Ｈ受信機（デジタルビデオブロードキャスティングハンドヘルド）内で最小チャネル
変更遅延と最小電力消費とを伴って、圧縮ビデオに関するより良好な品質を達成するため
に、３つのパラメータ、すなわち、（オフタイム持続時間とも呼ばれる）受信遅延の値、
バッファリング遅延、およびデコーダリフレッシュ遅延を調整することが可能な解決策を
記述する。
【０００６】
　より詳細には、この解決策は、詳細には、チャネル変更遅延を最小化すると同時に、オ
フタイム持続時間を最大化するために、特にバッファリング遅延の値とデコーダリフレッ
シュ遅延の値とに影響を及ぼすことによって、３つの上記のパラメータのそれぞれに関す
る最適値を選択することにある。
【０００７】
　しかし、階層化ビデオコンテンツ、例えば、Ｈ２６４ＳＶＣ（スケーラブルビデオ符号
化）標準を用いて符号化されたビデオコンテンツの時分割多重（ＴＤＭ）トランスポート
方式の場合、この解決策は、ハンドヘルド端末の受信機の電力節約を最適化するために十
分ではない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】論文「Ｏｐｔｉｍａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｈａｎｇｉｎｇ　Ｄｅｌａ
ｙ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ＴＶ　ｏｖｅｒ　ＤＶＢ－Ｈ」（Ｍ．Ｒｅｚａｅｉ、Ｉ．Ｂ
ｏｕａｚｉｚｉ、Ｖ．Ｋ．Ｍ．Ｖａｄａｋｉｔａｌ、Ｍ．Ｇａｂｂｏｕｊ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、チャネル変更遅延に悪影響を及ぼさずに、ユーザの端末の電力節約を最適化
すると同時に、詳細には、ＴＤＭトランスポート方式によって、階層化ビデオコンテンツ
をサーバから前記端末に送信するための簡単な方法を提供することによって、先行技術を
改善することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　そのために、第１の態様によれば、本発明は、無線トランスポートチャネルのサービス
期間内にビデオコンテンツをサーバからユーザの端末に送信するための方法であって、そ
れぞれのビデオコンテンツが、スケーラブルコーデック基層と少なくとも１個の拡張層と
を統合するためのスケーラブルコーデック技術を使用することによって符号化されており
、それぞれのサービス期間が：
－　基層のうちの少なくとも一部を含む、少なくとも１個の多重化されたタイムスライス
電波バーストと、
－　拡張層および最終的に残っている基層を含む、いくつかの多重化されたタイムスライ
ス電波バーストと
を含む、方法において、
２個の連続的なサービス期間の間に拡張層バーストの送信順序を変更することを可能にす
る、方法に関する。
【００１１】
　第２の態様によれば、本発明は、無線トランスポートチャネルのサービス期間内にビデ
オコンテンツをユーザの端末に送信するためのサーバであって、スケーラブルコーデック
基層と少なくとも１個の拡張層とを統合するためのスケーラブルコーデック技術を使用す
ることによって、それぞれのビデオコンテンツを符号化するための手段を備え、それぞれ
のサービス期間内に：
－　基層の少なくとも一部を含む、少なくとも１個のタイムスライス無線バーストと、
－　拡張層および最終的に残っている基層を含む、いくつかのタイムスライス無線バース
トとを多重化するための手段も備え、
２個の連続的なサービス期間の間に拡張層バーストの送信順序を変更するための手段をさ
らに備えた、サーバに関する。
【００１２】
　第３の態様によれば、本発明は、そのようなサーバからビデオコンテンツを受信するた
めの端末であって、前記端末のユーザによって要求されたビデオコンテンツの多重化され
たスケーラブルコーデック基層をまず復号し、次いで、前記ビデオコンテンツに関して多
重化された拡張層を復号することを可能にするバッファを統合している受信機を備えた端
末に関する。
【００１３】
　本発明の他の態様および利点は：
－　本発明の方法による、無線トランスポートチャネルのサービス期間内のサーバから端
末へのビデオコンテンツの送信（上のグラフ）、
－　前記サービス期間の間の前記端末の受信機の動作（下のグラフ）
を時間的に並行して表す添付の図面を参照して、以下の説明において明らかになるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】無線トランスポートチャネルのサービス期間内のサーバから端末へのビデオコン
テンツの送信と受信を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、ここで、スケーラブルコーデック基層ｂと少なくとも１個の拡張層ｅとを統
合するためのスケーラブルコーデック技術を使用することによってブロードキャストおよ
び符号化されたビデオコンテンツに関して説明される。
【００１６】
　実際に、スケーラブルコーデックは、様々な視覚的に重要な複数の層：すなわち、基層
ｂ、および少なくとも１個の拡張層ｅからなる階層化システムに従って、それぞれのビデ
オコンテンツを符号化する。
【００１７】
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　基層ｂは、その対応するビデオコンテンツに正確なビデオ品質、すなわち、ビデオの基
本品質、ならびに／またはビデオの基本的な時間的および空間的分解能（ビデオ最低品質
）を提供し、拡張層ｅは、前記ビデオコンテンツのビデオ品質、ならびに／または空間的
および時間的分解能をさらに増大する。
【００１８】
　詳細には、それぞれのビデオコンテンツは、スケーラブルコーデック基層ｂと少なくと
も１個の拡張層ｅとを統合するためのスケーラブルコーデック技術を使用することによっ
て符号化される。そのために、サーバは、このようにそれぞれのビデオコンテンツを符号
化するための手段を備える。
【００１９】
　ある実施形態によれば、ビデオコンテンツは、例えば、Ｈ２６４ＳＶＣ（スケーラブル
ビデオ符号化）標準など、スケーラブルビデオ符号化を使用することによって符号化され
る。
【００２０】
　符号化されたビデオコンテンツは、無線トランスポートチャネルのサービス期間Ｓ内に
サーバからユーザの端末に送信される。ある実施形態によれば、符号化されたビデオコン
テンツは、時分割多重（ＴＤＭ）トランスポート方式を使用することによって送信される
。
【００２１】
　一般に、特に、ＴＤＭトランスポート方式を使用するとき、サービス期間Ｓの長さは一
定である。詳細には、サービス期間Ｓの長さは、１秒から十数秒の間であってよい。ある
実施形態によれば、サービス期間Ｓの長さは可変であってもよい。
【００２２】
　ユーザの端末に送信されるために、符号化されたビデオコンテンツは多重化される。詳
細には、本発明は、効率的な形でモバイルテレビジョン、例えば、ライブまたはライブに
近いモバイルテレビジョンを提供するために、第３世代（３Ｇ）もしくは第４世代（４Ｇ
）の無線ネットワークまたはデジタルビデオブロードキャスティング／衛星ハンドヘルド
（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ／Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｈａ
ｎｄｈｅｌｄ）（ＤＶＢ－ＳＨ）ネットワークなど、既存のブロードキャスト／マルチキ
ャスト、およびユニキャストのサービスプラットフォームの形で実施可能である。
【００２３】
　詳細には、本発明の方法は、ネットワークオペレータが、チャネル変更遅延に対する時
分割多重（ＴＤＭ）方式の悪影響を削減すると同時に、ハンドヘルド端末に関するタイム
スライシングの利点、すなわち、電力節約を維持する際に、スケーラブルビデオ符号化（
ＳＶＣ）エンコーダを実施しているサーバにサービス差別化を提供することを可能にする
ことになる。
【００２４】
　例えば、本発明は、デジタルビデオブロードキャスティング／衛星ハンドヘルド（ＤＶ
Ｂ－ＳＨ）技術に関してＡｌｃａｔｅｌ－Ｌｕｃｅｎｔ（Ｒ）によって提案されているプ
ラットフォームの形で実施可能である。その場合、本発明は、Ａｌｃａｔｅｌ－Ｌｕｃｅ
ｎｔ（Ｒ）ＡＧＭＴＳソリューションのモバイルインタラクティブテレビジョン（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　ＴｅｌｅＶｉｓｉｏｎ）（ＭｉＴＶ）サービスプラッ
トフォーム内に位置するインターネットプロトコルエンカプスレータ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｏｒ）（ＩＰＥ）の形で実施されることにな
る。
【００２５】
　本発明は、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）の形で、または進化型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）を実施するＡｌｃａｔｅｌ－Ｌ
ｕｃｅｎｔ（Ｒ）のｅノードＢ製品であるメディアセンタ（Ｍｅｄｉａ　ＣＥｎｔｅｒ）
（ＭＣＥ）の形でも実施可能である。
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【００２６】
　本発明は、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）モード、または直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）モードにも完全に準拠する。
【００２７】
　符号化されたビデオコンテンツをユーザの端末に送信するために、サーバは、それぞれ
のサービス期間Ｓ内に：
－　基層ｂの少なくとも一部を含む、（以後、「基層バースト」と呼ばれる）少なくとも
１個のタイムスライス無線バースト、
－　拡張層ｅと最終的に残っている基層ｂとを含む、（以後、「拡張層バースト」と呼ば
れる）いくつかのタイムスライス無線バースト
を多重化するための手段を備える。
【００２８】
　サーバからビデオコンテンツを受信するために、ユーザの端末は、前記端末のユーザに
よって要求されたビデオコンテンツの多重化されたスケーラブルコーデック基層ｂをまず
復号し、次いで、前記ビデオコンテンツに関して多重化された拡張層ｅを復号することを
可能にするバッファを統合している受信機を備える。
【００２９】
　詳細には、端末は、携帯情報端末（ＰＤＡ）またはスマートフォンなど、ハンドヘルド
端末であってよい。
【００３０】
　第１の実施形態によれば、ビデオコンテンツのすべての基層ｂは、同じ基層バースト内
に挿入され、拡張層ｅは、別個に送られるために拡張層バースト内に挿入されており、前
記バーストのすべては、無線トランスポートチャネルのサービス期間Ｓ内に端末に送られ
る。
【００３１】
　サービス期間Ｓの間、基層バーストは、まず、端末に送られ、その受信機は、そのバッ
ファを用いて、前記端末のユーザによって要求されたビデオコンテンツに対応する基層ｂ
を復号する。次いで、基層バースト内に挿入された基層ｂのそれぞれに対応する拡張層ｅ
は、連続して端末に送られ、その受信機が、先に復号された基層ｂに対応する拡張層を含
めて、連続的な拡張層バーストを受信するとき、その受信機は再び起動する。
【００３２】
　ある実施形態によれば、それぞれのビデオコンテンツは、基層ｂと１個の拡張層ｅとを
統合するために符号化される。
【００３３】
　要求されたビデオコンテンツの基層ｂと拡張層ｅとが隣接する無線バースト内に挿入さ
れるとき、端末の受信機は、前記ビデオコンテンツの層ｂ、ｅの両方を回復するために、
同じサービス期間Ｓ内に２回起動しなければならず、これは、電力消費節約利点に対して
悪影響を有する。実際には、受信機内の増幅器の大部分は短時間に起動して安定すること
が可能であるが、受信機の発振器は発振を開始するための時間が必要であり、所望される
周波数で安定するためにもう少し多い時間が必要であるため、受信機は起動するための時
間が必要である。
【００３４】
　この問題を克服するために、本発明の方法は、２個の連続的なサービス期間Ｓの間に拡
張層バーストの送信順序を変更することを可能にする。そのために、サーバは、このよう
に拡張層バーストの送信順序を変更するための手段を備える。拡張層バーストの送信順序
は循環様式で変更されることが好ましい。
【００３５】
　さらに、ビデオコンテンツの位置順を信号送信するための追加のシグナリングを回避す
るために、本発明の方法は、端末の受信機によって知られている決定論的変更法則の使用
を実現することが可能である。
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【００３６】
　この方法は、端末の受信機が、要求された層ｂ、ｅを回復するために、サービス期間Ｓ
の間に１回だけ起動することを周期的に可能にする。例えば、端末に送信されることにな
るＰ個（Ｐは正の整数である）のビデオコンテンツが存在するとき、前記ビデオコンテン
ツのそれぞれは、基層ｂと１個の拡張層ｅとを統合するために符号化されており、端末の
受信機は、Ｐ個のサービス期間Ｓごとに１回だけ起動する。
【００３７】
　Ｐ個のビデオコンテンツのすべてのＰ個の基層ｂが同じ基層バースト内に挿入されてい
る、上で記述されたようなトランスポート方式は、チャネル変更遅延を最小化することを
可能にするが、代償として、この方式は、端末の受信機のオフタイム持続時間を低減し、
前記端末の電力消費を高める。それでもなお、本発明の方法は、端末の電力消費をわずか
に削減することが可能である。
【００３８】
　好ましい実施形態によれば、それぞれのサービス期間Ｓは、いくつかの基層バーストを
含み、少なくとも２個の拡張層バーストは２個の連続的な基層バースト間に挿入されてお
り、２個の連続的なサービス期間Ｓの間に、前記挿入された拡張層バーストの送信順序が
変更される。
【００３９】
　この実施形態では、Ｍ個（Ｍは、Ｍ≦Ｐなど、正の整数である）の基層ｂは同じ基層バ
ースト内に挿入され、残りのＰ－Ｍ個の基層ｂは他の基層バースト内に挿入されている。
最小チャネル変更遅延と最高オフタイム持続時間とを提供する最適なトランスポート方式
は、サービス期間ＳごとにＬ個の基層バースト内にＰ個の基層ｂを素早く分布させること
を可能にし、Ｌ個の基層バーストのそれぞれは、Ｍ個の基層ｂを含み、Ｌは、Ｐ／Ｍの上
位整数である。
【００４０】
　この実施形態では、そのそれぞれの基層ｂが２個の異なる基層バースト内に挿入される
２つのビデオコンテンツ間でチャネル変更遅延は増大するが、その代償に、端末の受信機
のオフタイム持続時間は増大し、これは、前記端末内の電力節約を可能にする。
【００４１】
　好ましくは、挿入された拡張層バーストは先行する基層バーストの基層ｂに対応する拡
張層ｅを含む。したがって、２つの連続的なサービス期間Ｓの間に拡張層バーストの送信
順序が変更されるだけでなく、同じサービス期間Ｓ内に２個の連続的な基層バースト間の
拡張層バーストの送信順序も変更され、これは、要求された層ｂ、ｅを回復するために、
より頻繁に、すなわち、Ｍ個の期間ごとに受信機が１回だけ起動するのを可能にする。
【００４２】
　図面は、Ｐ＝４およびＭ＝２の事例に対応する、この後者の実施形態の一例を表す。よ
り詳細には、サーバは４個のビデオコンテンツをユーザの端末に送信し、前記ビデオコン
テンツのそれぞれの基層ｂ１、ｂ２、およびｂ３、ｂ４は２個の基層バーストＡ、Ａ’内
にそれぞれ挿入され、そのそれぞれの拡張層ｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４は４個の拡張層バー
ストＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ内にそれぞれ挿入されている。
【００４３】
　図面の上のグラフに関して、拡張層バーストＢ、Ｃは、第１のサービス期間Ｓの基層バ
ーストＡ、Ａ’間に挿入され、先行する基層バーストＡの基層ｂ１、ｂ２にそれぞれ対応
する拡張層ｅ１、ｅ２を含む。
【００４４】
　さらに、拡張層バーストＤ、Ｅは、第１の期間Ｓの基層バーストＡ’と続くサービス期
間の基層バーストＡとの間に挿入され、前記拡張層バーストは、先行する基層バーストＡ
’の基層ｂ３、ｂ４にそれぞれ対応する拡張層ｅ３、ｅ４を含む。
【００４５】
　図面の下のグラフは、サービス期間の間の端末の受信機の行動を表す。このグラフによ
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【００４６】
　第１のサービス期間Ｓにおいて、ビデオコンテンツ２の基層ｂ２および拡張層ｅ２は、
２個の隣接していない無線バーストＡ、Ｃ内に挿入される。これにより、端末の受信機は
、層ｂ２、ｅ２の両方を回復して、そのバッファを用いてそれら両方を復号するために２
回起動しなければならない。
【００４７】
　第２のサービス期間において、サーバは拡張層バーストＢ、Ｃの送信順序を変更してお
り、その結果、拡張層ｅ２を含む拡張層バーストＣは、基層バーストＡに隣接する。これ
により、この期間、端末の受信機は、層ｂ２、ｅ２の両方を回復して、そのバッファを用
いてそれら両方を復号するために、１回だけ起動しなければならない。
【００４８】
　第３のサービス期間において、サーバは、拡張層バーストＢ、Ｃの送信順序を再度変更
しており、その結果、基層ｂ２および拡張層ｅ２は、もはや隣接する無線バーストＡ、Ｃ
内に挿入されない。したがって、受信機は、層ｂ２、ｅ２の両方を回復して、そのバッフ
ァを用いてそれら両方を復号するために２回起動しなければならない。
【００４９】
　２個の基層バーストＡ、Ａ’内の基層ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４のこの素早い再パーティ
ションと、サービス期間Ｓ内の拡張層バーストＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅのこの素早い再パーティシ
ョンとにより、受信機は、２個のサービス期間Ｓごとに隣接する無線バースト間に要求さ
れた層ｂ２、ｅ２の受信を達成することができる。
【００５０】
　説明および図面は、本発明の原理を単に例示している。したがって、当業者は、本明細
書に明示的に説明または示されていないものの、本発明の原理を具体化し、その趣旨内お
よび範囲内に含まれる様々な構成を考案することが可能になる点を理解されよう。さらに
、本明細書に列挙されたすべての例は、読者が本技術分野を促進するために本発明の原理
、および（１人または複数の）発明者によって寄与された概念を理解する際に支援するた
めの教育目的でのみ表現されることが原則として意図され、そのような詳細に列挙された
例および条件に対する限定なしに解釈されるべきである。さらに、本発明の原理、態様、
および実施形態、ならびにそれらの特定の例を列挙する本明細書のすべての記述は、それ
らの均等物を包含することが意図される。
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